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英文誌 55巻3号掲載論文和文要旨

田辺(細井)祥子 1・本多大輔 2・深谷幸子 2・大嶺 勇3・稲

垣祐司 4・左子芳彦 3:ディクティオカ藻綱の新属・新組合せ

Pseudochattonella verrucu/osaの提唱:ラフィド藻綱とされて

きた Chattonellaverrucu/osaに対する 18SrDNA分子系統解

析と微細形態比較に基づく分類学的再評価

Shoko Hosoi-Tan日be，Oaisuke Honda， Sach.iko Fukaya， Isamll Otake， 

YlIji lnagagi and Yoshihiko Sako: Proposal of Pseudochattonella 

νerruculosa g巴n.nov.， comb. nov. (Dictyochophyc巴ae)for a formal 

raphidophyceae alga Chattonella verruc・ulosa，bas巴don 18S rDNA 

phylogeny and 1I1trastrllctural charact巴t'tstlCS

18S rDNAの慌基配列の解析ならびに顕微鏡観察に基づいて，

ラフィド部綱とされてきた Chattonel/averruculosaの分類学的再

評{jlliを行った。分子系統解析の結果， C. verruじ:ulosαは，ディク

ティオカ藻の系統i{!('内にクラスタリンク守され， ~Iコでも F/orenciella

parvulaと最も近縁であることが示唆された。形態的特徴もこの

結果を支持しており，鞭毛移行部に 2巨III去のプロキシマル ・ヘ

リックスをもつこと，葉緑体 DNAが散在形であることは，ラフィ

ド諜よりはむしろディクティオカ混との近縁性を示していた。特

に，ディクティオカ誌だけで観察されるピレノイ ドの特殊な形態を

C. verruculosaが有していることも明らかとなった。これらの分子

系統解析および形態形質比較の結果を踏まえ，ディクティオカ諜

綱に Pseudochattonella属を新設 し， C. verrucu/osaを新組合

せPseudochattoneLlaverruculosa (Y. Hara et Chihara) Hosoi-

Tanabe， Honda， Fukaya， Inagaki et S討く0とすることを抗¥1唱する。

(1神戸大 ・内海域センター 2甲南大 ・理工， 3京大 ・院・農 '1筑

波大 ・院 ・生命環境科学)

鯵坂哲朗 1・金 聖浩 2・上井進也 2・川井浩史 2:日本産の新

種 Cladosiphonumezakii sp. nov. (シオミド口目，褐藻綱)

TetslIro Ajisaka， SlIng-Ho Kim， Shinya Uwai and Hiroshi Kawai: 

Cladosiphon umezakii sp. nov.但ctocarpales，Pha巴ophyceae)from Japan 

形態学的研究と分子系統学的解析により日本産褐藻綱シオミド

ロ目植物の新積 C/adosiphonumezakii Ajisaka (キシュウモズク)

を記載した。本極は，やや柔らかく，円柱状で， 1こ1"心糸が多数の

髄層細胞からなり，生長点の分校様式が偏頂(J''J(sympodial)で，

小さな雌状体の付着音1Iから直立し，分校する部体を持つことで，オ

キナワモズク(c.okamuranus Tokida)に良く似ている。しかしな

がら，本種はかなり長い同化糸(最大長 840μm;90細胞)を持

つことで同属の他極と容易に区別できる。本自壮冬季から春季に肉

眼視できる 1年生の議体で，日本 (本州)の太平洋岸中部および

日本海沿岸中部と九州liifl岸 (東シナ海側)のii別間帯や削下帯上部

に分布している。 日本海沿岸中部の個体併では~ì生子襲と複子嚢の

両方をもつが，太平洋沿岸中部の個体析では単子撃だけしかみら

れない。単子饗は同化糸の基部に，複子襲は同化校の先端部に形

成される弘。r巾.かbcLおよびび、'rψ抗bc-s叩pa配lにce白r領I域或にもとづく分子系統!解F何f析

でで、は本邸甑品はc.o吋kα117.1ω.lrc刀正αω仰IυI17USおよびび、Sαuv附Jぱ沼正α1ge“ω正al噌Iぽglω01ωCα:11此kom押weと単

系統i群「伴4を形成したがブ一トス卜ラツフ

一方 f批:-spa配ce町Iおよびび、 rDNAのITS(ITS1， 5.8S and ITS2)領

域のいずれにおいても本種のサンプルは強く支持される単系統併と

なり， C. okamuranusをはじめとする他のシオミドロ目組物と区別

された (1京都大 ・地球環境学堂 2神戸大 ・内海域センター)

田中厚子 1・長里千香子 2・上井進也 3・本村泰三 2・川井浩史 3: 

褐藻における星形葉緑体の微細構造の再検討:ピレノイドの構

造と発達

Atsllko Tanalくa，Chikako Nagasato， Shinya Uwai， Taizo Motomllra 

and Hiroshi Kawai: Re-巴xaminationof ultrastrllctures of the st巴llate

chloroplast organization in brown algae: Strllctllre and dev巴lopm巴t1l

of pyr巴noids

褐藻の葉緑体には星形臼呼ばれるものがあり，複数の葉緑体が

星形の葉緑体集合体を形成するタイプと一つの葉緑体の形が星形

であるタイプがある。今回の研究で、は星形の架線休集合体を持つ

離である Asteroneωm仰?σfεerrugmη1eαとASferoclω正αldoninterj戸ecα/μLωIυm仰爪， 

一一.つの星形葉緑{休木を持つ種である Sp/伯Cαlchniηt凶MωduμU11.何1.rηuぽgos訓umと

Scytωot仇ha問Gω仰mη1η叩7ηf

品創制|旧H構造観察を行った。S.rugosum， S. australis， A. .fel川 ginea

では葉緑体包)j英(CE)はピレノイドに陥入するが葉緑体小)J包体

(CER)は陥入せず、に表面を覆っており， CEとCERの聞は電子密

度の高い物質で満たされていた。A..ferrugineaは各々のピレノイ ド

を包む CERが隣接するピレノイドの CERと圧着することで星形の

弟緑体集合体を形成するが，先端細胞の葉緑体では数個の葉緑体

が緩やかに集合する様子や葉緑体が集合せずに分散する様子が観

察された。A.intet)ectumのピレノイドでは CEの陥入や CER同

士の圧着はfI]l'l.祭されず，ピレノイド集合体全体を取り囲む特徴的

な)j英構造が観察された。β-1.3-グルカンを用いた免疫電子顕微

鏡観察によりこの)j英枯造には光合成産物が合まれないことが分かっ

た。(1神大 ・自然科学， 2北大 ・北方圏 3和11大 ・内海域)

Bittencourt-Oliveira， M. C. 1・MassolaJr.， N. S. 2・Hernandez-
Marine， M.4・Romo，S.5・Moura，A. N. 3: DNAフィンガープリ

ンテインク法を用いた Geitlerinema(藍藻，ユレモ目)に関する

分類学的研究

孔1ariado Cal・moBitt巴ncourt-Oliveira，N巴IsonSidnei Massola 

Jr， Mariona H巴rnandez-Marine，Susana Romo and Ariadne do 

Nascimento Moura:Taxonomic inv巴stigationusing DNA fingerprinting 

in Geitlerinema species (Oscillatoriales， Cyanobacteria) 

Geit/erinema amph.ibium (Ag. ex Gom.) Anagnostidisと

Geit/erinema unigrαnu/atum (R. N. Singh) Komarek and 



Azevedoについて，各採集地由来の 14株を用いてそれらの分類

学的研究を行-なった。本研究は，形態に関するデータと DNAフィ

ンガープリンティング、法によって得られた分子データを使って進めら

れた。DNAフィンガープリンテインク官すに閲しては，高度に反復さ

れる回文配列 (highlyiterated palindrome ;凹p1)の領域を用

いた。細胞の大きさ，頂端細胞の形，動き，細胞内に含まれる藍藻

頼粒の数と位置等の諸形態形質を Geitlerinel11α属に属する種の

同定に用いた。多型とされているこれら 2極は，細胞のサイズのみ

に違いがあることが示された。しかしながら，互いの細胞サイズの

最大値と最小値は重なっている部分があった。分子解析からは，高

度な遺伝子の多様性が存在していることがわかり， G. amphibium， 

G. unigranulatumからなる二つのクラスターおよび，単独で:ひとつ

の株が位置することがわかった。また，この結果は，地理的要因と

は関係していないことがわかった。3500kmもしくは，ブラジルやス

ペインの株のように距離的に離れた場所からの株が混在しているこ

とからも明らかである。分子と形態学的結果は G.unigrωntlatum 

は， G. al71phibiumのシノニムとして考えられる可能性を示唆して

いる。f五Plを用いたフィンガープリンティング法は藍藻において近

縁の分類群の遺伝子解析をおこなうのに強力なツールである。本

研究は，藍諜における新規分類群の提案，分類学的再検討にお

いて，形態学的観察以外の解析方法の利用と必要性を指摘する。

(Departments of 1Biological Sci巴ncesand 2Entomology， Plant 

Pathology and Agricllltural zoology， Llliz de Qlleiroz School 

of Agricllltllr巴，Univ巴rsityof Sao Palllo， 3Departm巴ntof 

Biology， University Federal Rllral of P巴rnambllco，4University

of Barcelona， School of Pharmacy， Laboratory of Botany， 

5University of Valencia， School of Biology) 

山田昧佳 1・山本鋼志 2.牛原康博 3・川井浩史 3:褐藻ワカメを

用いた大阪湾における重金属濃度分布の解析

Mika Yamada. Koshi Yamamoto. Yasuhiro Ushihara and Hiroshi 

Kawai: Variation in metal conc巴ntrationsin the brown alga Undaria 

pillnalijida in OsalくaBay， Japan 

海説類を生物指標として用いた沿岸域の海水"1コ金属元素濃度の

モニタリング、手法を確立することを目的とし，大阪湾沿岸 15地点に

生息するワカメ藻体中金属元素濃度の分布を解析した。付着物の

ほとんど付いていない中肋付近の下部葉状部 160cm2を切り取り，

ろ過海水で超音波洗浄後乾燥させ，分析試料とした。試料に 12%

硝酸を加え，マイクロウェーブ分解.装置で加熱後 ICP-MSにて測

定を行った。ほとんどの元素の濃度(乾燥重品当たり)がppmレ

ベルで、あった(Cr・0.48-3.18ppm， Ni: 0.77-5.94 ppm， Cll: 3.20 

-43.8 ppm， Zn: 11.3-86.8 ppm， Pb: 0.14-3.53 ppm)。人口過

密都市であり，また工業地帯である湾の北東部沿岸域で、採集したワ

カメ試料は，人為的影響をほとんと守受けない南西部の試料に比べて

Cdや Pb，Cu 濃度が高かった。本研究からワカメは沿岸域の金属

元素濃度の継続的な生物モニタリングに有用であり，治での造船関

連による金属負荷などの人為的な金属汚染の検出に有効であること

がわかった。(1神戸大 ・院 ・自然科学研究科， 2?:1大 ・理 ・地球惑

星科学科 3神戸大 ・内海域センター)
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岩滝光儀 1・川見寿枝 2・松岡教充 1:アジア沿岸域より採集し

た無殻酒鞭毛藻の 1新種 Cochlodiniumfu/vescens (渦鞭毛藻

綱，ギムノテ‘ィニウム目)

Mitsunori Iwatalくi，Hisa巴 Kawamiand Kazumi Matsuoka 

Cochlodinium /ulvの"CensSp. nov. (GYl11nodiniales， Dinophycea巴)， a 

new chain-for01ing unar010l巴ddinoflag巴llatefrol11 Asian coasts 

光合成性1!!~殻渦鞭毛藻の l 新種， Cochlodinium julvescens 

Iwatalくi，Kawami et Matslloka sp. novの細胞形態を光学顕微鏡

で，系統的位置を LSUrDNA部分配列 (DI-D6)とSSUrDNA 

配列に基づいて調べた。本種の細胞は，細胞を約2周する横溝，

制胞上部に位置する球形の核，上錐背面に位置する眼点様赤色頼

粒をもつこと，そして連鎖群体を形成することより有害赤潮原因種

Cochlodiniul11 polykrikoidesと酷似する。しかし本種は，細胞サイ

ズ，架線体の形状，そして縦潜の位置より c.poらわ"ikoidesと明確

に識別される。本種の縦潜は2周する横溝の中間付近に位置する

のに対し， C. polykrikoidesの縦潜は横梢直下に位置する。本種の

LSU rDNA配列は C.polykrikoidesとは異なるが，系統樹では渦

鞭毛説内で両極は最も近縁で、あった。(1長崎大 ・環東シナ海海洋

環境資源研究センター 2長崎大 ・院 ・生産科学研究科)

Ballantine， D. L. 1・Saunders，G. W. 2・Ruiz，H.l:カリブ海，

プエルトリコより採集したチリボタン属の新種 Halichrysis

corallinarius sp. nov. (紅藻，マサコ、シパリ科)

David L. Ballantin巴， Gary W. Saunders and H巴ctorRuiz: Halichrysis 

corallinarius sp. nov. (RhodYll1eniaceae， Rhodophyta) fro01 Puerto 

Rico， Caribbean S巴a

グランドケイマンおよび、フ。エル卜リコの南西部の珊瑚礁より採

集した新種，Halichrysis corallinarius sp. nov.について記載

する。本極は革ひも状の藻体をもち，多数の釘状の柄で基物に

付着し， 1m句する。不規則に裂けた葉片はl幅7.0mmほどであ

るが，互いに折り重なり癒着して幅 4cmほどの塊になる。髄層

は5J留の制JJ包層からなり，中空の部分もある。四分胞子嚢は 19

x 25μmで，裂片の下側の皮膚に胞子襲群となって形成され

る。配偶体は附tk;ff同株で，半球状の果胞子体は裂片の背面に形

成され，直径 900μ1TI，高さ 600μmになる。(IDepartmentof 

Marine Sciences， Uruversity of Pllerto Rico， 2Department of 

Biology， University of New Brllnswick) 

英文誌55巻3号表紙

細胞に l個の星形葉緑体を持つ褐藻

• Splachnidiul11 rugosul11の透過型電

子顕微鏡倍{。中央のピレノイドに葉

緑体包)院が多数陥入してし唱。星形

・葉緑体はつねに核に寄り添い，周囲

をゴ、ルジ体が囲む。(詳細は，田中ら

の論文を参照)




